
(57)【要約】

【課題】貯湯槽の外部に設けた電気ヒーターユニットと

貯湯槽の接触を確保し、放熱ロスを抑制することのでき

る給湯装置を提供する

【解決手段】給湯装置１の貯湯槽４の下部の電気ヒータ

ーユニット１３は、固定ナット１４のリブ１５により断

熱材１７を介することなく貯湯槽４へ直接押し付けられ

て固定されるため、貯湯槽４の膨張・収縮に伴なう断熱

材１７の変形に影響されることなく電気ヒーターユニッ

ト１３と貯湯槽４の接触を確保することができるので、

放熱ロスを抑制できる。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
貯 湯 槽 と 、 前 記 貯 湯 槽 の 底 面 中 心 部 に 突 出 し 外 周 に 雄 ネ ジ を 有 す る 給 水 口 と 、 前 記 貯 湯 槽
の 底 面 に 面 接 触 す べ く 形 成 さ れ た 伝 熱 部 を 有 す る 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト と 、 前 記 電 気 ヒ ー
タ ー ユ ニ ッ ト の 底 面 に 接 す る よ う に 配 置 さ れ た 断 熱 材 と 、 前 記 給 水 口 の 雄 ネ ジ と 螺 合 す る
雌 ネ ジ が 内 周 に 形 成 さ れ る と と も に 前 記 断 熱 材 の 下 面 を 支 持 す る 固 定 ナ ッ ト と を 備 え た 給
湯 装 置 に お い て 、 前 記 固 定 ナ ッ ト は 、 前 記 断 熱 材 を 介 さ ず に 前 記 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト の
底 面 を 支 持 す る た め の リ ブ を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る 給 湯 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 固 定 ナ ッ ト の リ ブ に 対 す る 接 触 面 積 を 減 ら す た め に 、 前 記 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト に 除
肉 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 給 湯 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 貯 湯 槽 の 外 部 に 設 け た ヒ ー タ ー に よ り 貯 湯 槽 内 の 水 を 加 熱 す る 給 湯 装 置 に 関 す
る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 貯 湯 槽 の 外 部 に 設 け た ヒ ー タ ー に よ り 貯 湯 槽 内 の 水 を 加 熱 す る 給 湯 装 置 は 知 ら
れ て お り 、 例 え ば 特 開 平 ７ － １ ８ ０ ９ ０ ９ 号 に 見 ら れ る も の は 、 図 ６ に 示 す よ う な 構 造 を
し て い る 。 図 ６ に お い て 、 給 湯 装 置 ２ ６ の 給 水 口 ３ ８ か ら 入 っ た 水 は 、 給 水 パ イ プ ４ ２ を
通 っ て 貯 湯 槽 ２ ５ に 導 か れ 、 貯 湯 槽 ２ ５ 内 の 湯 を 出 湯 口 ３ ９ へ と 押 し 出 す 。 貯 湯 槽 ２ ５ の
底 面 中 心 部 に は 、 排 水 口 ２ ７ が 設 け ら れ て お り 、 外 周 に は 固 定 ナ ッ ト ２ ８ と 螺 合 す る ネ ジ
が 、 ま た 内 周 に は 排 水 管 ２ ９ と 螺 合 す る ネ ジ が 、 各 々 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
貯 湯 槽 ２ ５ の 外 部 に 設 け ら れ 貯 湯 槽 ２ ５ 内 の 水 を 加 熱 す る た め の 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト ３
０ は 、 電 気 ヒ ー タ ー ３ １ と 伝 熱 板 ３ ２ よ り 成 る 。 伝 熱 板 ３ ２ は 、 略 円 盤 状 の ア ル ミ ニ ウ ム
合 金 で 成 型 さ れ て お り 、 上 面 は 貯 湯 槽 ２ ５ の 底 面 と 同 一 形 状 で 、 下 面 に は 電 気 ヒ ー タ ー ３
１ を 装 着 で き る 溝 を 備 え て い る 。 電 気 ヒ ー タ ー ３ １ は 、 円 筒 の 棒 状 シ ー ズ ヒ ー タ ー で 、 伝
熱 板 ３ ２ の 溝 に 圧 入 し て 熱 伝 導 の 良 好 な 状 態 で 装 着 さ れ て い る 。 ま た 、 伝 熱 板 ３ ２ の 中 心
部 に は 、 貯 湯 槽 ２ ５ の 排 水 口 ２ ７ が 貫 通 す る 孔 が 設 け ら れ て い る 。 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト
３ ０ は 、 貯 湯 槽 ２ ５ の 排 水 口 ２ ７ に 挿 入 さ れ た 後 、 グ ラ ス ウ ー ル な ど の 難 燃 材 料 よ り 成 る
円 盤 状 の 断 熱 材 ３ ３ を 介 し て 貯 湯 槽 ２ ５ の 底 面 に 圧 接 さ れ る よ う に 、 固 定 ナ ッ ト ２ ８ で 取
り 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
上 記 構 成 に お い て 貯 湯 槽 ２ ５ 内 の 水 は 、 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト ３ ０ に 通 電 さ れ る こ と に よ
り 底 面 よ り 加 熱 さ れ て 高 温 の 湯 に 沸 き 上 げ ら れ る 。 な お 、 貯 湯 槽 ２ ５ に 設 け ら れ た 温 度 調
節 器 ４ ５ に 基 づ い て 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト ３ ０ が 通 電 制 御 さ れ る こ と に よ り 、 貯 湯 槽 ２ ５
内 の 湯 温 は 一 定 に 保 た れ る 。 ま た 、 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト ３ ０ が 発 す る 高 熱 は 、 断 熱 材 ３
３ で カ ッ ト さ れ る の で 排 水 管 ２ ９ な ど に 伝 わ る こ と は な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
貯 湯 槽 ２ ５ 内 の 水 は 、 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト ３ ０ へ の 通 電 に よ る 温 度 上 昇 と 自 然 放 熱 に よ
る 温 度 下 降 と を 繰 り 返 す が 、 貯 湯 槽 ２ ５ は こ れ に 連 動 し て 膨 張 ・ 収 縮 す る 。 こ こ で 、 電 気
ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト ３ ０ は 断 熱 材 ３ ３ を 介 し て 貯 湯 槽 ２ ５ の 底 面 に 圧 接 さ れ る よ う に 固 定 ナ
ッ ト ２ ８ で 取 り 付 け ら れ る た め 、 断 熱 材 ３ ３ は 、 貯 湯 槽 ２ ５ が 膨 張 し た 際 に 圧 縮 変 形 し ま
う 。 そ し て 、 貯 湯 槽 ２ ５ の 膨 張 ・ 収 縮 が 繰 り 返 さ れ る と 、 断 熱 材 ３ ３ は 永 久 変 形 し て 薄 く
な っ て し ま う こ と が あ っ た 。 こ の 場 合 は 、 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト ３ ０ の 伝 熱 板 ３ ２ が 貯 湯
槽 ２ ５ の 底 面 か ら 離 れ て し ま う こ と に な る 。 そ の 結 果 、 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト ３ ０ の 熱 が
貯 湯 槽 ２ ５ へ 伝 わ り に く く な り 、 放 熱 ロ ス が 大 き く な っ て お 湯 が 温 ま り に く く な る 、 と い
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う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 貯 湯 槽 の 外 部 に
設 け た 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト と 貯 湯 槽 の 接 触 を 確 保 し 、 放 熱 ロ ス を 抑 制 す る こ と の で き る
給 湯 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 お よ び そ の 作 用 ・ 効 果 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 請 求 項 １ は 、 貯 湯 槽 と 、 前 記 貯 湯 槽 の 底 面 中 心 部 に 突 出 し 外 周
に 雄 ネ ジ を 有 す る 給 水 口 と 、 前 記 貯 湯 槽 の 底 面 に 面 接 触 す べ く 形 成 さ れ た 伝 熱 部 を 有 す る
電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト と 、 前 記 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト の 底 面 に 接 す る よ う に 配 置 さ れ た 断
熱 材 と 、 前 記 給 水 口 の 雄 ネ ジ と 螺 合 す る 雌 ネ ジ が 内 周 に 形 成 さ れ る と と も に 前 記 断 熱 材 の
下 面 を 支 持 す る 固 定 ナ ッ ト と を 備 え た 給 湯 装 置 に お い て 、 前 記 固 定 ナ ッ ト は 、 前 記 断 熱 材
を 介 さ ず に 前 記 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト の 底 面 を 支 持 す る た め の リ ブ を 備 え て い る こ と と し
た 。 よ っ て 、 固 定 ナ ッ ト の リ ブ に よ り 、 断 熱 材 を 介 す る こ と な く 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト を
貯 湯 槽 へ 直 接 押 し 付 け る よ う に 固 定 す る こ と が で き る 。 こ の た め 、 貯 湯 槽 の 膨 張 ・ 収 縮 に
伴 な う 断 熱 材 の 変 形 に 影 響 さ れ る こ と な く 、 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト と 貯 湯 槽 の 接 触 を 確 保
す る こ と が で き る の で 、 放 熱 ロ ス を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
請 求 項 ２ は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 給 湯 装 置 に お い て 、 前 記 固 定 ナ ッ ト の リ ブ に 対 す る 接 触 面
積 を 減 ら す た め に 、 前 記 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト に 除 肉 部 を 設 け た 。 よ っ て 、 電 気 ヒ ー タ ー
ユ ニ ッ ト か ら 固 定 ナ ッ ト へ の 不 要 な 伝 熱 を 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 、 図 面 に よ り 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
図 １ は 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 給 湯 装 置 １ の 構 成 図 で あ り 、 図 ２ は そ の 部 分 断 面 図 で
あ る 。 図 １ に お い て 、 入 水 エ ル ボ ２ ４ か ら 入 っ た 水 は 、 接 続 継 手 ２ を 経 由 し 給 水 パ イ プ ３
を 通 っ て 貯 湯 槽 ４ に 導 か れ 、 貯 湯 槽 ４ 内 の 湯 を 貯 湯 槽 上 口 ６ へ と 押 し 上 げ る 。 押 し 上 げ ら
れ た 湯 は 、 バ イ パ ス 通 路 ５ （ 図 ２ 参 照 ） に よ り 貯 湯 槽 ４ を 通 る こ と な く 供 給 さ れ る 水 と 接
続 継 手 ２ で 混 合 さ れ 、 出 湯 エ ル ボ ７ か ら 図 示 し な い 給 湯 栓 へ 供 給 さ れ る 。 な お 、 貯 湯 槽 ４
内 の 水 の 加 熱 に 伴 っ て 上 昇 す る 貯 湯 槽 ４ 内 の 圧 力 を 逃 が す た め 、 貯 湯 槽 ４ の 上 部 に 逃 し 弁
８ を 設 け て い る 。 ま た 給 水 パ イ プ ３ に は 、 使 用 し な い 時 や 修 理 時 に 貯 湯 槽 ４ 内 の 水 を 抜 く
た め の 排 水 栓 １ １ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
図 ２ に 示 す よ う に 、 貯 湯 槽 ４ の 底 面 中 心 部 に は 、 円 筒 状 に 突 出 し 外 周 に 雄 ネ ジ を 有 す る 給
水 口 １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 後 述 す る よ う に 、 貯 湯 槽 ４ の 下 部 に は 、 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ
ト １ ３ と 断 熱 材 １ ７ が 、 固 定 ナ ッ ト １ ４ で 取 り 付 け ら れ て い る 。 な お 、 給 水 パ イ プ ３ と 給
水 口 １ ２ の 接 続 部 は 、 Ｏ リ ン グ ２ ３ に よ り シ ー ル さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
上 記 構 成 に お い て 貯 湯 槽 ４ 内 の 水 は 、 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ に 通 電 さ れ る こ と に よ り
底 面 よ り 加 熱 さ れ て 高 温 の 湯 に 沸 き 上 げ ら れ る 。 な お 、 貯 湯 槽 ４ に 設 け ら れ た 貯 湯 温 度 検
出 手 段 ９ （ 図 １ 参 照 ） の 検 出 温 度 に 基 づ い て 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ が 通 電 制 御 さ れ る
こ と に よ り 、 貯 湯 槽 ４ 内 の 湯 温 は 一 定 に 保 た れ る 。 も し 、 水 が 入 っ て い な い 場 合 に 空 焚 き
さ れ よ う と し た 場 合 に は 、 安 全 の た め 過 昇 温 度 検 出 手 段 １ ０ （ 図 １ 参 照 ） に よ り 通 電 が 停
止 さ れ る よ う に し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ３ は 、 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ の 固 定 方 法 を 示 す 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 電 気 ヒ
ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ は 、 ア ル ミ ニ ウ ム ダ イ キ ャ ス ト で 略 円 盤 状 に 形 成 さ れ て お り 、 中 心 部
に は 貯 湯 槽 ４ の 給 水 口 １ ２ が 貫 通 す る 孔 が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト
１ ３ の 底 面 と 側 面 を 囲 ん で 放 熱 を 防 止 す る た め の 断 熱 材 １ ７ は 、 グ ラ ス ウ ー ル な ど の 難 燃
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材 料 で で き て お り 、 中 心 部 に は 、 や は り 貯 湯 槽 ４ の 給 水 口 １ ２ が 貫 通 す る 孔 が 設 け ら れ て
い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
組 み 立 て の 際 に は 、 貯 湯 槽 ４ の 給 水 口 １ ２ に 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ と 断 熱 材 １ ７ を 順
に 挿 入 し 、 最 後 に 、 固 定 ナ ッ ト １ ４ の 内 周 の 雌 ネ ジ を 給 水 口 １ ２ の 外 周 の 雄 ネ ジ と 螺 合 さ
せ て 固 定 す る 。 固 定 ナ ッ ト １ ４ は 、 図 ３ に 示 す よ う に フ ラ ン ジ １ ６ と リ ブ １ ５ を 備 え て い
る 。 そ し て 図 ２ か ら 明 ら か な よ う に 、 固 定 ナ ッ ト １ ４ の フ ラ ン ジ １ ６ は 断 熱 材 １ ７ の 下 面
を 支 持 し 、 リ ブ １ ５ は 断 熱 材 １ ７ を 介 す こ と な く 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ の 底 面 を 支 持
し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ の 上 面 は 、 図 ４ の 正 面 図 お よ び 図 ５ の 断 面 図 に 示 す よ う
に 、 貯 湯 槽 ４ の 底 面 に 面 接 触 し て （ 図 ２ 参 照 ） 貯 湯 槽 ４ に 熱 を 伝 え る 伝 熱 部 １ ８ が 外 周 部
に 形 成 さ れ る と と も に 、 内 周 部 に は 貯 湯 槽 ４ の 底 面 に 接 触 し な い 非 伝 熱 部 １ ９ を 備 え て い
る 。 そ し て 、 非 伝 熱 部 １ ９ に は ４ 箇 所 の 除 肉 部 ２ ０ が 形 成 さ れ て お り 、 そ の 結 果 残 っ た ４
箇 所 の 梁 部 ２ １ の 先 端 の 下 面 を 固 定 ナ ッ ト １ ４ の リ ブ １ ５ が 支 持 す る 。 な お 、 ４ 箇 所 の 梁
部 ２ １ の 先 端 の 上 面 に は 、 固 定 ナ ッ ト １ ４ の リ ブ １ ５ に よ る 固 定 の 際 の 変 形 を 防 ぐ た め の
リ ブ ２ ２ を 設 け て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
さ て 、 貯 湯 槽 ４ 内 の 水 は 、 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ へ の 通 電 に よ る 温 度 上 昇 と 自 然 放 熱
に よ る 温 度 下 降 と を 繰 り 返 す が 、 貯 湯 槽 ４ は こ れ に 連 動 し て 膨 張 ・ 収 縮 す る 。 こ こ で 電 気
ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ は 、 固 定 ナ ッ ト １ ４ の リ ブ １ ５ に よ り 断 熱 材 １ ７ を 介 す る こ と な く
貯 湯 槽 ４ へ 直 接 押 し 付 け ら れ て 固 定 さ れ て い る た め 、 貯 湯 槽 ４ の 膨 張 ・ 収 縮 に 伴 な う 断 熱
材 １ ７ の 変 形 に 影 響 さ れ る こ と な く 、 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ と 貯 湯 槽 ４ の 接 触 を 確 保
す る こ と が で き る の で 、 放 熱 ロ ス を 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ に 除 肉 部 ２ ０ を 形 成 し た こ と に よ り 、 固 定 ナ ッ ト １ ４ の
リ ブ １ ５ と 接 触 す る の は 、 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ の う ち 梁 部 ２ １ の 先 端 の み で あ る の
で 接 触 面 積 は 小 さ い 。 こ の た め 、 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ か ら 固 定 ナ ッ ト １ ４ の リ ブ １
５ へ の 不 要 な 伝 熱 を 抑 え る こ と が で き 、 Ｏ リ ン グ ２ ３ な ど の 耐 熱 性 能 が 低 い 他 の 部 品 へ の
伝 熱 も 抑 制 す る 。 ま た 、 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ の 除 肉 部 ２ ０ は 、 貯 湯 槽 ４ の 膨 張 ・ 収
縮 の 際 に 生 じ る 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ の 弾 性 変 形 を 助 け 、 破 損 を 防 止 す る 役 割 も 果 た
す 。
【 ０ ０ １ ８ 】
な お 、 本 実 施 例 に お い て 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ は 、 複 雑 な 形 状 を 安 価 に 形 成 で き る こ
と か ら ア ル ミ ニ ウ ム ダ イ キ ャ ス ト を 用 い た が 、 他 の 材 料 で 形 成 し て も よ い 。 ま た 、 電 気 ヒ
ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ の 除 肉 部 ２ ０ と 梁 部 ２ １ は 各 ４ 箇 所 設 け た が 、 除 肉 部 ２ ０ と 梁 部 ２ １
の 形 状 や 数 は 、 固 定 ナ ッ ト １ ４ の リ ブ １ ５ に 対 す る 接 触 面 積 を 減 ら す と い う 目 的 に 沿 っ た
範 囲 で あ れ ば 任 意 に 設 定 し て 構 わ な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 給 湯 装 置 １ の 構 成 図
【 図 ２ 】 給 湯 装 置 １ の 断 面 図
【 図 ３ 】 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ の 固 定 方 法 を 示 す 図
【 図 ４ 】 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ の 正 面 図
【 図 ５ 】 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト １ ３ の 断 面 図
【 図 ６ 】 従 来 の 給 湯 装 置 ２ ６ の 構 成 図
【 符 号 の 説 明 】
１ … 給 湯 装 置
２ … 接 続 継 手
３ … 給 水 パ イ プ
４ … 貯 湯 槽
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５ … バ イ パ ス 通 路
６ … 貯 湯 槽 上 口
７ … 出 側 エ ル ボ
８ … 逃 し 弁
９ … 貯 湯 温 度 検 出 手 段
１ ０ … 過 昇 温 度 検 出 手 段
１ １ … 排 水 栓
１ ２ … 給 水 口
１ ３ … 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト
１ ４ … 固 定 ナ ッ ト
１ ５ … リ ブ
１ ６ … フ ラ ン ジ
１ ７ … 断 熱 材
１ ８ … 伝 熱 部
１ ９ … 非 伝 熱 部
２ ０ … 除 肉 部
２ １ … 梁 部
２ ２ … リ ブ
２ ３ … Ｏ リ ン グ
２ ４ … 入 水 エ ル ボ
２ ５ … 貯 湯 槽
２ ６ … 給 湯 装 置
２ ７ … 排 水 口
２ ８ … 固 定 ナ ッ ト
２ ９ … 排 水 管
３ ０ … 電 気 ヒ ー タ ー ユ ニ ッ ト
３ １ … 電 気 ヒ ー タ ー
３ ２ … 伝 熱 板
３ ３ … 断 熱 材
３ ８ … 給 水 口
３ ９ … 出 湯 口
４ ２ … 給 水 パ イ プ
４ ５ … 温 度 調 節 器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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